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区の概要
面 積 20.39 km2

人 口 213,593人
世帯数 104,354 世帯

（2013年11月1日現在）

＜障害者手帳所持者＞
身体障害者 4461 人
知的障害者 1076 人
精神障害者 1107人

（2011年現在）



平成25年度の活動体制

月1回全体会議、事務局会議、各委員会の開催。当事者委員会は隔月開催。

全体会議

事務局会義
日中活動委員会

災害委員会

ライフサイクル委員会

当事者委員会

広報係

課題整理係

GH/CH 係

パサージュたま
たまふれあい祭り

就労委員会



＜２５年度の構成メンバー（総員数 ３７名）＞

・多摩保健福祉センター
・区内の基幹・地域相談支援センター ４カ所
・専門機関

（百合丘障害者センター、北部療育センター、北部リハ
ビリテーションセンター、就労援助センター、など）
・養護学校、児童関係機関、日中活動施設

社会福祉協議会、居宅支援事業所、地域活動支援
センター
・当事者（７名）家族（３名）



日中活動委員会

障がいをお持ちの方が、日中の時間帯に過ご
せる場、通える場、休日を過ごせる場について
考えていくことを中心に活動しています。

・交流会の開催
・日中活動先の情報提供





災害委員会

東日本大震災をきっかけに災害時における自助、
共助、公助について考える活動を行っています。

・緊急時おたすけカードの作成
・災害時の地域とのつながり作り







ライフサイクル委員会

人が成長する過程において必要な支援と
途切れのない支援を討議しています。

・福祉サービスの情報の啓発と交換
・ニーズの現状把握
・地域の関係者との意見交流



就労委員会

就労している方及び就労したい方の問題と
なっていることを探り、よりよい雇用関係に導け
るような対策を考えています。

・就労についての現状把握
・就労に関しての情報交換



当事者委員会

・当事者メンバーが増えたので今年度から新
たにたちあげ。

・当事者が集まって話合うことで、解決できそ
うなことはないか、何かできることはないか
模索中。

・「私たち抜きで私たちのことを決めないで」
の実現。



多摩ふれあいまつり

・年に１回、多摩区役所内市民館を利用して行っている福祉祭り。
パサージュたまと同じくパネル展示を行う。相談員を配置。



「パサージュ・たま」への参加

多摩区内の障害者施設等の活動紹介や製品販売を通し区民への
理解を求める活動。月に1回区役所内で行う。

啓発活動の一環としてパネル展示で参加。



たまネットの発行

自立支援協議会の広報紙

全戸に情報が伝わるよう町内会を通じ回覧板を利用し啓発
に努めている。



ライフサイクル委員会からの報告

・地域の関係者との意見交流

多摩区 ヘルパー事業所のつどい

平成25年9月26日 多摩市民館にて開催

・多摩区内のヘルパー事業所同士の顔合わせ

・１９社の中、11社の事業所が参加、意見交流を図る

・継続して開催してほしいと多数の意見があった。



当事者委員会内での取り組み

・「ふれあい –障害福祉案内- 」をもっと見やす
くしたい。

・どうすれば当事者からみて見やすいものに
なるのかを話合っている。



ご静聴ありがとうございました。


